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千
葉
市
病
院
運
営
委
員
会
公
募
委
員　
　

池
田
美
智
雄

　

千
葉
市
は
青
葉
病
院
（
３
１
４
床
）、

海
浜
病
院
（
２
８
７
床
）
の
２
つ
の
急

性
期
病
院
を
運
営
し
て
い
る
。
平
成
22

年
1
月
に
「
千
葉
市
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン（
第
1
期
）」
を
策
定
し
、W

ebsite

で
公
表
し
て
い
る
。

　

千
葉
市
は
財
政
健
全
化
に
向
け
、
図

表
９
の
よ
う
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
平
成
21
年
度
か
ら
25
年
度
ま
で
削

減
し
て
い
る
。
一
方
で
病
院
の
純
利
益

は
、
平
成
25
年
度
は
赤
字
に
転
じ
て
お

り
、
平
成
26
年
度
は
35
億
円
弱
の
繰
入

金
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
18
億

円
強
の
赤
字
を
計
上
し
て
い
る
。

　

参
考
ま
で
に
「
公
立
病
院
経
営
改
革

事
例
集
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、

さ
い
た
ま
市
立
病
院
（
５
６
７
床
）
は
、

病
床
規
模
が
千
葉
市
立
の
２
病
院
合
計

と
同
等
規
模
で
あ
る
が
、
平
成
25
年
度

の
損
益
は
７
億
円
弱
の
黒
字
、
繰
入
金

は
12
億
円
弱
で
あ
る
。
青
葉
病
院
が
平

成
15
年
に
建
替
え
ら
れ
、
減
価
償
却
費

及
び
企
業
債
利
息
の
負
担
が
大
き
い
と

い
う
事
情
は
差
し
置
い
て
も
、
両
市
の

病
院
運
営
能
力
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。

　

千
葉
市
立
病
院
は
平
成
23
年
度
に
一

部
適
用
か
ら
全
部
適
用
に
変
更
し
、
病

院
局
を
新
設
し
た
。
全
部
適
用
後
に
一

旦
業
績
の
悪
化
を
留
め
る
こ
と
は
で
き

た
が
、
平
成
24
年
度
決
算
で
比
較
す
る

と
１
０
０
床
あ
た
り
の
繰
入
金
は
、
政

令
指
定
都
市
の
中
で
２
番
目
に
高
い
水

準
で
あ
り
、
改
善
の
余
地
は
ま
だ
ま
だ

多
く
あ
る
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
千

葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
元
院
長
が

管
理
者
を
務
め
て
お
り
、
管
理
者
の
存

在
に
よ
っ
て
千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病

院
か
ら
の
医
師
派
遣
の
円
滑
化
と
い
う

点
で
期
待
で
き
る
。
た
だ
平
成
26
年
度

の
決
算
の
数
字
は
か
な
り
悪
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
経
営
改
善
と
い
う
点
で

大
学
病
院
の
院
長
経
験
が
活
か
さ
れ
て

い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

千
葉
市
は
単
独
で
千
葉
保
健
医
療
圏

を
構
成
し
、
２
か
所
の
市
立
病
院
の
他

に
４
か
所
の
県
立
病
院
、
２
か
所
の
国

立
病
院
機
構
の
病
院
、
そ
の
他
の
公
的

病
院
、
大
学
病
院
さ
ら
に
は
民
間
病
院

が
併
存
し
て
い
る
。
千
葉
県
保
健
医
療

計
画
（
平
成
23
年
度
〜
平
成
29
年
度
）

で
は
、
千
葉
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
５

事
業
の
う
ち
へ
き
地
医
療
を
除
く
４
事

業
を
担
っ
て
い
る
病
院
を
み
る
と
、
市

立
病
院
は
周
産
期
及
び
小
児
及
び
災
害

事
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
が
、
他
の
事
業
分
野
と
同
様
に

他
の
病
院
に
役
割
を
依
頼
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

病
床
機
能
報
告
で
は
高
度
急
性
期
、

急
性
期
病
床
は
過
剰
に
な
っ
て
い
る
。

千
葉
市
立
病
院
を
始
め
急
性
期
病
院

は
、
図
表
10
の
よ
う
に
２
〜
３
０
０
床

台
の
病
院
が
多
く
、
各
病
院
が
機
能
分

担
を
す
る
よ
り
は
立
地
を
考
慮
し
た
上

で
統
合
・
再
編
し
た
ほ
う
が
、
１
病
院

あ
た
り
の
診
療
科
ご
と
の
医
師
数
が
増

加
し
症
例
が
集
約
化
す
る
こ
と
で
、
医

師
の
労
働
環
境
は
改
善
す
る
上
に
医
療

の
質
も
向
上
す
る
可
能
性
は
高
い
。

　

千
葉
市
立
病
院
の
過
去
５
年
間
の
改

革
実
績
を
み
る
と
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

則
り
、
他
の
開
設
主
体
の
病
院
を
指
定

管
理
者
に
し
て
病
院
運
営
を
任
せ
た

り
、
統
合
し
た
り
す
る
な
ど
抜
本
的
な

対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く

な
い
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る
平
成
27
年

３
月
策
定
の
千
葉
市
立
病
院
改
革
プ
ラ

千
葉
市
立
病
院
の
状
況

4 地
域
医
療
構
想
時
代
に
お
け
る

 
住
民
目
線
の
公
立
病
院
改
革

　

第
２
回　

千
葉
市
立
病
院
及
び
千
葉
県
立
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
状
況
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千
葉
県
に
は
県
立
病
院
が
６
あ
り
、

そ
の
構
成
は
、
高
度
・
特
殊
な
専
門
医

療
を
取
り
扱
う
４
病
院
（
が
ん
セ
ン

タ
ー
・
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
・
精
神
科

医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
病
院
：
千
葉

市
）、
循
環
器
に
関
す
る
高
度
・
特
殊

な
専
門
医
療
と
地
域
に
お
け
る
中
核
医

療
を
行
う
病
院（
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
：

市
原
市
）、
地
域
の
中
核
医
療
を
行
う

１
病
院（
佐
原
病
院
：
香
取
市
）で
あ
る
。

千
葉
県
立
病
院
の
状
況

5

図表9　千葉市立病院の業績推移

H21 H22 H23 H24 H25 H26 千葉市 さいたま市

医業収益 11,554 12,505 12,747 13,866 13,991 14,658 14,852 13,401

純利益・純損失 0 297 116 83 －1,045 －1,837 －1,046 691

繰入金合計 4,672 4,156 4,128 3,684 3,115 3,454 3,114 1,170

繰入金を除いた場合 －4,672 －3,859 －4,012 －3,601 －4,160 －5,291 －4,160 － 479

出所：「H21」から「H26」までは「「千葉市立病院改革プラン」の進捗状況について」「千葉市立病院改革プラン第2期および第3期」「千葉
　　 市公営企業会計決算審査意見書　平成26年度」、右の２欄「千葉市」「さいたま市」は総務省「公営企業年鑑」平成25年度
＊H25年度の「公営企業年鑑」の数値と「千葉市立病院改革プラン」の数値が異なるのは消費税等の会計処理方法の違いによる。

（単位：百万円）

図表10　千葉市の100床以上の病院
病院名 所在 病床数

千葉大学医学部附属病院 中央区 785

国立病院機構　千葉医療センター 中央区 410

国立病院機構　千葉東病院 中央区 402

千葉県がんセンター 中央区 341

医療法人社団誠馨会　千葉メディカルセンター 中央区 315

医療法人社団翠明会　山王病院 稲毛区 318

千葉市立青葉病院 中央区 314

千葉市立海浜病院 美浜区 287

医療法人社団誠馨会　千葉中央メディカルセンター 若葉区 272

医療法人社団創進会　みつわ台総合病院 若葉区 255

社会福祉法人千葉県身体障害者福祉事業団
千葉県千葉リハビリテーションセンター

緑区 242

千葉県こども病院 緑区 224

医療法人社団有相会　最成病院 花見川区 302

地域医療機能推進機構　千葉病院 中央区 200

稲毛病院 稲毛区 180

医療法人社団普照会　井上記念病院 中央区 176

千葉県救急医療センター 美浜区 100

放射線医学総合研究所重粒子医科学センター病院 稲毛区 100
出所：千葉県Website　病床機能報告2015 年7 月1 日時点
注：急性期病床が100 床以上の病院

図表11　千葉県立病院の経営状況の推移
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

収益 35,733 36,670 38,424 41,413 43,017 44,014 43,828 44,608
医業収益 26,624 27,027 28,280 30,604 32,027 32,745 32,727 31,805
うち一般会計繰入金 8,823 9,281 9,687 10,286 10,542 10,568 10,459 10,000
費用 37,177 37,919 39,200 40,286 41,885 42,727 43,649 46,812
医業費用 35,362 36,105 37,400 38,498 40,101 40,733 40,532 42,277
医業収支 －8,738 －9,078 －9,120 －7,893 －8,073 －7,988 －7,805 －10,427
純利益（損失） －1,444 －1,249 －776 1,126 1,132 1,287 180 －2,204
一般会計繰入金を
除いた場合の損失 －10,267 －10,530 －10,463 －9,159 －9,410 －9,281 －10,280 －12,204

出所：千葉県病院局Website（「Ｈ26」は「千葉県公営企業会計決算」より推計、なおＨ26の「収益」には長期前受金戻入1,154百万円を含む）

私
自
身
、
千
葉
保
健
医
療
圏
に
住
み
県

民
税
を
納
付
し
て
い
る
立
場
と
し
て
、

県
立
病
院
の
役
割
に
つ
い
て
も
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。

　

千
葉
県
立
病
院
の
経
営
状
況
を
み
る

と
、
図
表
11
の
よ
う
に
平
成
22
年
度
以

降
は
純
利
益
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
一
般
会
計
繰
入
金
は

増
加
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
と
平
成

25
年
度
を
比
較
す
る
と
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
除
い
た
場
合
の
損
失
額
は
ほ
と

ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　

平
成
26
年
度
に
関
し
て
病
院
局
の

ン
を
み
る
限
り
で
は
、
検
討
さ
れ
て
い

る
形
跡
は
な
い
。

（単位：百万円）
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W
ebsite

上
で
公
表
し
て
い
る
文
言

は
「
収
益
合
計
は
４
４
６
億
1
千
万

円
、
費
用
合
計
は
４
６
８
億
1
千
万
円

で
、
当
期
の
純
利
益
は
前
年
度
よ
り

23
億
8
千
万
円
減
少
し
マ
イ
ナ
ス
22
億

円
と
な
り
、
５
年
ぶ
り
に
赤
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。」
と
な
っ
て
お
り
、
一

般
会
計
繰
入
金
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ

て
い
な
い
。
そ
の
点
も
含
め
て
経
営
状

況
を
県
民
に
示
す
べ
き
だ
ろ
う
。

⑴
経
営
形
態
の
課
題

　

千
葉
県
の
病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
戦
略
的
・
弾
力
的
経
営
を
可
能
と
し
、

人
事
権
等
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
病

院
事
業
管
理
者
、
施
設
長
等
の
権
限
と

責
任
を
明
確
化
、
強
化
す
る
た
め
に
、

地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
す
る
。」

と
い
う
平
成
15
年
の
将
来
構
想
中
間
報

告
を
受
け
て
、
平
成
16
年
4
月
か
ら
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
移
行
し

て
い
る
。
千
葉
市
と
比
較
す
る
と
全
部

適
用
の
時
期
が
随
分
と
早
い
が
、
こ
れ

は
三
重
県
が
北
川
知
事
時
代
に
行
政
評

価
で
一
般
会
計
繰
入
金
の
多
さ
が
問
題

と
な
り
全
部
適
用
に
変
更
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
他
県
で
も
移
行
が
一
気
に
進

み
、
千
葉
県
も
倣
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

当
時
、
経
営
状
況
が
都
道
府
県
病
院

で
ワ
ー
ス
ト
１
位
で
あ
っ
た
埼
玉
県

は
、
病
院
事
業
管
理
者
に
公
立
病
院
の

経
営
改
善
で
実
績
の
あ
っ
た
武
弘
道
氏

（
当
時
鹿
児
島
市
立
病
院
事
業
管
理
者
、

故
人
）を
招
き
繰
入
金
の
縮
減
に
務
め
、

一
定
の
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
有
名
で

あ
る
。
一
方
で
、
千
葉
県
の
場
合
は
財

務
状
況
の
充
分
な
改
善
は
見
ら
れ
ず
、

平
成
20
年
11
月
の
千
葉
県
立
病
院
将
来

構
想
検
討
会
報
告
書
に
は
「
…
千
葉
県

の
病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
全
体
的
に

見
て
法
律
上
予
定
さ
れ
て
い
る
全
部
適

用
の
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
発
揮
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

千
葉
県
病
院
事
業
管
理
者
の
前
任
は

厚
労
省
で
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長

だ
っ
た
方
、
平
成
26
年
4
月
か
ら
は
健

康
局
長
だ
っ
た
方
が
務
め
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
で
幹
部
に
ま
で
な
っ
た
方

は
、
既
存
組
織
の
維
持
に
は
長
け
て
い

る
だ
ろ
う
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
改
革
を
先
導
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
選

は
県
民
と
し
て
疑
問
に
感
じ
る
。
何
も

個
人
攻
撃
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
病
院
の
経
営
は
非
常
に
難
し
く
、

そ
の
病
院
を
束
ね
る
立
場
の
病
院
事
業

管
理
者
は
、
お
そ
ら
く
プ
ロ
の
経
営
者

で
も
な
か
な
か
務
ま
ら
な
い
。
赤
字
病

院
の
建
て
直
し
の
実
績
や
病
院
の
院
長

経
験
の
な
い
方
を
、
な
ぜ
病
院
事
業
管

理
者
に
相
応
し
い
の
か
の
説
明
も
な
く

任
命
し
、
あ
た
か
も
天
下
り
人
事
の
ポ

ス
ト
の
よ
う
に
見
せ
て
し
ま
っ
て
い
る

千
葉
県
の
説
明
不
足
に
も
問
題
が
あ
る
。

　

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
は
制

度
設
計
上
の
幅
が
広
い
た
め
、
移
行
に

際
し
て
は
形
式
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
事

業
管
理
者
の
下
に
「
経
営
に
関
す
る
権

限
と
責
任
が
明
確
に
一
体
化
す
る
体

制
」
を
構
築
し
な
い
と
い
け
な
い
が
、

公
立
病
院
の
運
営
経
験
の
な
い
方
に
体

制
構
築
を
依
拠
す
る
の
は
あ
る
意
味
無

責
任
で
あ
る
。
同
報
告
書
に
は
「
非
公

務
員
型
の
地
方
独
立
行
政
法
人
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
の
地
方
公
営
企
業
法
全

部
適
用
と
異
な
る
形
態
と
し
て
、
経
営

の
各
場
面
で
そ
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

効
率
的
経
営
形
態
の
側
面
が
多
い
の

で
、
移
行
を
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
」

と
あ
る
が
、
そ
の
後
検
討
さ
れ
た
形
跡

は
な
い
。

⑵
千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
問
題

　

腹
腔
鏡
下
手
術
に
係
る
医
療
事
故
に

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
7
月
15
日
の
千

葉
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
腹
腔
鏡
下
手
術
に

係
る
第
三
者
検
証
委
員
会
報
告
書
に
詳

細
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
一
言
で
言

え
ば
組
織
と
し
て
の
規
律
が
な
か
っ
た

こ
と
が
一
番
と
感
じ
る
。
合
わ
せ
て
院

内
の
内
部
告
発
に
対
し
、
病
院
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
セ
ン
タ
ー
長
も
、
管
轄
す
る

県
病
院
局
の
局
長
も
充
分
な
対
応
を
せ

ず
、
問
題
を
放
置
し
結
果
的
に
問
題
を

更
に
拡
大
さ
せ
た
罪
は
大
き
い
。

　

平
成
27
年
４
月
1
日
か
ら
「
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
」
の
指
定
の
効
力
を

失
い
、
腹
腔
鏡
下
手
術
の
不
正
又
は
不

当
な
請
求
を
理
由
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
関
東
信
越
厚
生
局
か
ら
保
険
診
療
に

係
る
行
政
措
置
を
受
け
た
。
関
東
信
越

厚
生
局
か
ら
は
、
全
部
適
用
で
管
理
者

を
お
き
な
が
ら
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
管

理
運
営
）
が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
質
の
高
い
が
ん
医
療
の
提
供
が
で

き
て
い
な
い
」
と
の
指
摘
を
受
け
て
い

る
。
約
19
億
円
に
も
上
る
保
険
者
等
へ

の
自
主
返
還
は
、
税
金
か
ら
賄
わ
れ
る

の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
件
で
病
院
を
管
理

す
る
立
場
の
人
が
責
任
を
と
っ
た
り
、

給
与
の
返
上
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
話

は
聞
か
な
い
。
県
民
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
ふ
ざ
け
た
話
で
あ
る
。

　
「
千
葉
県
病
院
局
中
期
経
営
計
画（
第

３
次
）（
平
成
24
年
度
〜
28
年
度
）」
で

は
、
県
立
病
院
と
し
て
チ
ー
ム
医
療
の

推
進
、
医
療
情
報
の
共
有
化
や
医
療
事

故
防
止
対
策
の
充
実
等
に
よ
る
「
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
提
供
」、

診
療
報
酬
改
定
へ
の
対
応
と
請
求
の
適

正
化
等
に
よ
る
「
経
営
基
盤
の
確
立
」

が
重
点
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
単
な
る
お
役
所
の
作
文
で
し
か
な

い
こ
と
が
今
更
な
が
ら
わ
か
る
。

　

千
葉
県
立
病
院
の
事
業
運
営
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
外
部
有
識
者
か
ら
幅
広

く
必
要
な
助
言
等
を
受
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
千
葉
県
立
病
院
運
営
懇
談
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
26
年
11

月
以
降
は
開
催
さ
れ
て
お
ら
ず
、
医
療

事
故
に
つ
い
て
は
議
論
さ
れ
て
い
な
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い
。
問
題
が
生
じ
た
時
こ
そ
懇
談
会
を

緊
急
に
開
催
し
委
員
か
ら
も
意
見
を
聴

取
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な

発
想
は
病
院
局
に
は
残
念
な
が
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
。

⑶
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
県
立
病
院

　

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
考

え
方
に
よ
れ
ば
、
県
立
病
院
は
、
が
ん

や
循
環
器
な
ど
の
高
度
専
門
医
療
の
最

後
の
砦
と
し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、
高
度
専
門
的
見
地
か
ら
地
域
の
医

療
機
関
へ
の
支
援
や
、
今
後
の
医
療
の

モ
デ
ル
と
な
る
べ
き
先
進
的
な
取
組
み

等
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
る
。

　

佐
原
病
院
（
２
４
１
床
）
に
つ
い
て

は
、地
域
医
療
支
援
病
院
で
は
あ
る
が
、

香
取
市
及
び
周
辺
自
治
体
の
地
域
医
療

を
担
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
同
市
内

の
国
保
小
見
川
総
合
病
院（
１
７
０
床
）

と
の
統
合
、
香
取
市
及
び
周
辺
自
治
体

も
含
め
た
一
部
事
務
組
合
も
し
く
は
東

金
九
十
九
里
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
地
方
独
立
行
政
法
人
、
そ
の
他
に

指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
な
ど
の
選
択

肢
が
考
え
ら
れ
る
。
岩
手
県
の
よ
う
に

県
立
病
院
が
県
全
域
に
亘
っ
て
医
療
の

提
供
責
任
を
担
う
の
な
ら
ば
県
民
と
し

て
理
解
し
や
す
い
が
、
香
取
市
周
辺
の

県
民
に
限
定
し
て
医
療
を
提
供
し
て
い

る
佐
原
病
院
は
、
本
来
な
ら
ば
サ
ー
ビ

ス
の
便
益
を
受
け
る
香
取
市
民
が
財
政

負
担
を
し
て
運
営
す
べ
き
で
あ
る
。

　

平
成
21
年
３
月
の
千
葉
県
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
（
案
）
で
は
、「
県
立
佐
原

病
院
と
国
保
小
見
川
総
合
病
院
の
再
編

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、
今
後

協
議
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
」
と
の

記
載
が
さ
れ
て
い
た
。「
千
葉
県
病
院

局
中
期
経
営
計
画
（
第
３
次
）（
平
成

24
年
度
〜
28
年
度
）」
に
は
そ
の
点
は

触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
国
保
小
見
川
総

合
病
院
は
平
成
27
年
３
月
の
基
本
構
想

基
本
計
画
に
よ
れ
ば
１
０
０
床
に
て
建

替
え
予
定
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
、「
二
次
医
療
圏
内
の
公
立
病
院
間

の
連
携
を
強
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
実
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
公
立
病
院

の
経
営
主
体
を
統
合
し
、
統
一
的
な
経

営
判
断
の
下
、
医
療
資
源
の
適
正
配
分

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。」
と
の
記

載
が
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
老
朽
化
し
た

県
立
佐
原
病
院
を
果
た
し
て
ど
う
す
る

の
か
、県
の
考
え
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

⑷
待
て
な
い
医
療
と
県
立
病
院
の
立
地

　

千
葉
県
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
計
画
で
は
全
国
的
に
も
数
少
な

い
独
立
型
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
全
県
下
（
複
数
圏
域
）
を
対
象
と

し
た
医
療
を
提
供
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
中
期
経
営
計
画
に
は
記
載
さ
れ

て
い
る
。
平
成
22
年
度
に
お
け
る
患
者

は
、
千
葉
保
健
医
療
圏
か
ら
の
割
合
が

62
％
、
東
葛
南
部
地
域
か
ら
が
17
％
で

あ
る
。
山
武
・
長
生
・
夷
隅
地
域
か
ら

は
８
％
の
患
者
が
来
て
い
た
が
、「
救

急
医
療
、
急
性
期
医
療
に
軸
足
を
置
い

た
地
域
中
核
病
院
」
を
掲
げ
て
い
る
東

千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
が
平
成
26

年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
た
め
、
救
急
搬

送
患
者
は
減
少
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
は
、
独

立
型
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
千

葉
保
健
医
療
圏
の
二
次
救
急
医
療
を
担

う
病
院
に
併
設
す
る
選
択
肢
の
検
討
、

県
立
病
院
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
必
要
性
ま
で
含
め
て
検
討
し
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。

　

千
葉
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
施
設

は
、
国
保
直
営
総
合
病
院
君
津
中
央
病

院
と
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
の

２
か
所
で
あ
り
、
千
葉
市
民
と
一
部
の

東
葛
南
部
の
住
民
の
た
め
に
県
立
病
院

が
そ
の
機
能
を
担
う
必
要
が
あ
る
の
か

ど
う
か
、
救
急
は
時
間
と
の
戦
い
で
あ

り
千
葉
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
施
設

で
は
な
い
同
院
の
た
め
に
、
便
益
を
受

け
て
い
な
い
県
民
ま
で
含
め
て
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
と
い
う
形
で
結
果
的

に
等
し
く
負
担
し
て
い
る
現
状
は
不
公

平
に
感
じ
る
。「
千
葉
県
の
救
急
医
療

の
最
後
の
砦
と
し
て
、
ま
た
中
心
的
役

割
を
担
う
セ
ン
タ
ー
」
と
の
文
言
が
あ

る
が
、
最
後
の
砦
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
意
味
な
の
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地

施
設
で
は
な
く
て
も
よ
い
の
か
、
県
民

が
納
得
で
き
る
よ
う
に
抽
象
的
な
表
現

で
は
な
く
診
療
機
能
面
で
の
存
在
意
義

を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　

が
ん
セ
ン
タ
ー
や
こ
ど
も
病
院
の
よ

う
に
「
待
て
る
医
療
」
な
ら
ば
、
人
口

が
県
内
で
最
も
集
積
し
県
内
の
交
通
の

要
所
（
総
武
本
線
・
外
房
線
・
内
房
線

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、東
関
東
自
動
車
道
・

京
葉
道
路
・
千
葉
東
金
道
路
の
高
速
道

路
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
有
）
で
あ
る
千

葉
市
に
県
立
病
院
を
配
置
す
る
の
は
選

択
肢
と
し
て
納
得
感
が
あ
る
が
、
救
命

救
急
の
よ
う
な
「
待
て
な
い
医
療
」
を
、

県
立
病
院
と
し
て
県
内
に
１
か
所
設
置

す
る
の
は
そ
も
そ
も
議
論
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
点
で
は
県
立
の
循
環
器
病
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
先
頃

の
新
聞
報
道
で
は
、「
精
神
病
セ
ン
タ
ー

と
統
合
し
て
建
て
替
え
の
方
向
、
２
病

院
が
統
合
す
る
こ
と
で
効
率
化
が
図
れ

る
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。
病
院
局
は

６
月
1
日
に
「
千
葉
県
救
急
医
療
セ
ン

タ
ー
・
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
の
一
体

的
整
備
に
係
る
基
本
計
画
等
策
定
業
務

委
託
」
の
委
託
業
者
の
選
定
結
果
を

W
ebsite

に
掲
載
し
て
い
る
が
、
両
病

院
の
一
体
的
整
備
以
外
の
選
択
肢
に
関

す
る
検
討
が
充
分
に
な
さ
れ
た
上
で
の

方
針
な
の
か
ど
う
か
、
情
報
開
示
が
さ

れ
て
い
な
い
た
め
全
く
不
明
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
の
取
組
な
ど
と
比
較
す
る

と
、
千
葉
県
は
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
お
ざ
な
り
に
取
組
ん
で
い
る

よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。


